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「航
海
民
族
」
の
移
動
史

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
探
検
家
や
船
乗
り
た
ち
に
よ

っ
て
、
太
平

洋
の
島
々
が
つ
ぎ

つ
ぎ
に

「発
見
」
さ
れ
た
大
航
海
時
代
に
、

驚

い
た
こ
と
に
は
、
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
の
島
々
に
す
で
に

原
住
民
が
住

み
つ
き
、
豊
か
な
海
洋
文
化
を

つ
く
り
あ
げ
て

い
た
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。
日
本
列
島
の
南
に
広
が
る
大
海

原
に
は
、
ま
さ
に
絶
海

の
孤
島
と
し
か
い
い
よ
う
の
な

い
島

島
が
散
在
し
、
そ
の
数
は
、
八
〇
〇
〇
余
り
に
も
お
よ
ぶ
。

オ
セ
ア

ニ
ア
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
除
く
と
、
ミ
ク

ロ

ネ
シ
ア
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
と
、
語
尾
に
ネ
シ
ア

を
つ
け
た
三

つ
の
地
域
に
分
け
ら
れ
る
。
ネ
シ
ア
は
、
ギ
リ

シ
ャ
語
で

「島

々
」
を
意
味
す
る
か
ら
、
太
平
洋
は
、
「島

々

の
世
界
」
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
は
、

赤
道

の
北
側
に
東
西
に
帯
状
に
広
が
る
小
さ
い

(
ミ
ク
ロ
)

島
々
を
指
す
。
ポ
リ
ネ
シ
ア
は
、
北
は

ハ
ワ
イ
、
東
は
イ
ー

ス
タ
ー
島
、
南
は

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
三
頂
点
と
す
る
三

角
形
の
海
域

に
位
置
す
る
多
く

の

(ポ
リ
)
島
々
を
含
む
。

メ
ラ
ネ
シ
ア
は
、
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
か
ら
赤
道
に
か
け
て
弧
を

描

い
て
連
な
る
列
島
群

で
、
黒

い
(
メ
ラ
)島

々
と
よ
ば
れ
る
。

キ

ャ
プ
テ
ン

・
ク

ッ
ク
や
大
航
海
者
た
ち
の
ま
え
に
姿
を

現
し
た

「島
世
界
」
の
住
人
は
、
一
体

い
つ
ご
ろ
、
ど
の
よ

う
に
し
て
遠
く
隔
た

っ
た
島
々
に
住

み
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
ま
ず

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
が
目
に
し
た
も
の
は
、
二
そ
う
の

カ
ヌ
ー
を
並

べ
て
何
本
か
の
横
木

で
そ
れ
ら
を
固
定
し
た
甲

板

の
上
に
キ
ャ
ビ
ン
ま
で
備
え
た
双
胴
船
で
あ
り
、
船
体

の

片
側
に
腕
木
を
張
り
出
し
た
大
型
カ
ヌ
ー
で

一
〇
〇
〇
キ。
も

航
海
し
て
い
る

「航
海
民
族
」

の
姿

で
あ

っ
た
。
大
型

の
カ

ヌ
ー
に
、
数
十
入
も
の
人
と
ブ
タ
、

ニ
ワ
ト
リ
、
イ
ヌ
な
ど

の
家
畜

や
食
料
を
積
ん
で
、
彼
ら
が
未
知
の
世
界
を
求
め
て

船
出
し
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
と
な
る
と
、
彼
ら

の
祖
先
は
、
い
つ
の
時
代
か
に
、
数
百
、
数
千
キ
。
層
も

の
大

海
原
を
果
敢
に
乗
り
き

っ
て
移
住
し
た
こ
と
に
な
る
。

一
五
、

六

世

紀

に
始

ま

る

ヨ
ー

ロ

ッ

パ
の

「
地

理

上

の
発

見

」

よ

り

ず

っ
と

前

に

、

大

洋

を

渡

っ
た
彼

ら

こ
そ

「大

航

海

者

」

で

あ

り

、

太

平

洋

の
島

々
を

最

初

に

「
発

見

」

し

た

人

々

と

い

う

こ

と

に
な

る

。

な
ぞ

文
字
を
も
た
な

い
彼
ら
の
歴
史
の
謎
と
き
は
、

一
九
世
紀

以
来
、
多
く
の
学
者
に
よ

っ
て
空
想
豊
か
に
語
ら
れ
て
き
て

い
る
。
そ
れ
ら
を
要
約
す
る
と
、
二

つ
の
大
き
な
説
に
分
け

ら
れ
る
。

一
つ
は
、
東
南
ア
ジ
ア
起
源
説
で
あ
り
、
も
う

一

つ
は
南
米
起
源
説

で
あ
る
。
前
者
は
、
移
住
の
経
路
を
め
ぐ

っ
て
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
経
由
説
と
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
を
経
て
ポ
リ

ネ
シ
ア

へ
達
し
た
と
い
う
二
説
に
分
か
れ
る
。
最
近
の
考
古

学
や
比
較
言
語
学

の
実
証
的
な
研
究
成
果
に
よ
る
と
、
東
南

ア
ジ
ア
を
故
地
と
し
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
経
由
で
太
平
洋
の
島

々

に
民
族
移
動
が
な
さ
れ
た
と
す
る
説
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
は
、
紀
元
前
数
千
年

に
始
ま
る
中
国

の
漢
民
族

の

領
土
拡
大

に
影
響
さ
れ
て
、
そ
の
周
辺
に
い
た
諸
民
族
が
、

と
う
し
よ

東
南
ア
ジ
ア
島
填
部

へ
進
出
し
た
と
い
う
歴
史
的
背
景
が
あ

る
。
そ
こ
か
ら
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
に
植
民
が
開
始
さ
れ
る
わ
け

だ
が
、
そ
れ
が
い
つ
ご
ろ
の
こ
と
で
あ
る
か
は
今
の
と
こ
ろ

明
ら
か
で
な

い
。
し
か
し
、
紀
元
前
二
〇
〇
〇
年

ご
ろ
に
は
、

す
で
に
土
器
を
も

っ
た
新
石
器
文
化
人
の
植
民
者

が
、

ニ
ュ

ー

・
カ
レ
ド

ニ
ァ
や
フ
ィ
ジ
ー
諸
島
な
ど
、
メ
ラ
ネ
シ
ア
の

東
南
端
の
島
々
に
居
住
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ

れ
ら
の
植
民
者
は
、
フ
ィ
ジ
ー
諸
島
か
ら
さ
ら
に
東
方
の
ポ

リ
ネ
シ
ア

へ
移
動
を
続
け
た
。

ポ
リ
ネ
シ
ア
人
の
祖
先
は
、
紀
元
前

一
〇
〇
〇
年

ご
ろ
に
、

サ
モ
ア
や
ト

ン
ガ
諸
島
な
ど
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
西
部

の
島

々
に

定
着
し
た
。
そ
の
後
、
紀
元
三
世
紀
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
そ

こ
か
ら
東
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
マ
ル
ヶ
サ
ス
諸
島
と
ソ
シ
エ
テ
諸

島

に
向
け
て
移
住
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
両
群
島
は
、
以
後
の

民
族
移
動

の
前
進
基
地
と
し
て
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
も

よ
う
で
あ
る
。

マ
ル
ケ
サ
ス
か
ら
は
六
世
紀
前
後
に

ハ
ワ
イ

へ
、
五
世
紀
ご
ろ
に
イ
ー
ス
タ
ー
島

へ
そ
れ
ぞ
れ
移
住
が
な



トンガで こん棒

と して使 われた

武器 側面 には

鳥 や人間 をデザ

イン した レリー

フが刻ん であ る

タヒチで使 われ た

ほ うきの柄 クッ

クに贈 られ てイギ

リスに持 ち帰 られ

たと言 われてい る

タヒチの戦闘用 カヌー と兵 士た ち 航海術 にたけた彼 らは用途別 にカヌーを作 って海 をかけ まわった

さ
れ
、
ま
た
ソ
シ
エ
テ
諸
島
か
ら
も

一
〇
世
紀
ご
ろ
に
ク
ッ

ク
諸
島
を
経

て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

へ
、

一
二
～

一
四
世
紀

ご
ろ
に
は

ハ
ワ
イ

へ
向
け
て
第
二
波
の
民
族
移
動
が
な
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
広
大
な
海
域
に
分
布
す
る
ポ

リ
ネ
シ
ァ
人

の

言
語
や
宗
教
な
ど

の
土
着
文
化
が
均

一
の
様
相
を
示
す
の
は
、

彼
ら
の
祖
先
が
サ
モ
ア
や
ト
ン
ガ
諸
島

に
住
み
つ
い
た
約

一

〇
〇
〇
年
の
あ

い
だ
に
、
そ
の
祖
型
を

つ
く
り
あ
げ
た
か
ち

と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

第
二
の
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
経
由
説
は
、
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
と
ポ

リ
ネ
シ
ア
の
文
化
的
類
似

が
著
し
い
こ
と
か
ら
主
張
さ
れ
た

も

の
で
あ
る
。
確
か
に
、
パ
ラ
オ
、
ヤ
ッ
プ

の
西
カ

ロ
リ
ン

諸
島
や

マ
リ
ア
ナ
諸
島

に
は
、
土
器
製
作
の
技
術
を
も

っ
た

人
々
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
方
面
か
ら
移
り
住
ん

で
い
た
こ
と
は
考
古
学

の
発
掘
で
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
こ
か
ら
、
カ

ロ
リ
ン
、

マ
ー
シ
ャ
ル
、
ギ
ル
バ
ー
ト
を
経

て
ポ
リ
ネ
シ
ア

へ
民
族
移
動

が
な
さ
れ
た
と

い
う
根
拠
は
乏

し
い
。
最
近

の
比
較
言
語
学
の
成
果
に
よ
る
と
、
ミ
ク
ロ
ネ

シ
ア
の
中
央
部

か
ら
東
部

へ
か
け
て
の
移
住
は
、
ポ
リ
ネ
シ

ア

へ
向

か

っ
た

一
派
が
メ
ラ
ネ
シ
ア
の
ニ
ュ
ー

・
ヘ
ブ
リ
デ

ス
諸
島
か
ら
北
上
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、

ポ
リ
ネ
シ
ア
と
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
住
民
は
、
と
も
に
メ
ラ
ネ

シ
ア
の
島
嗅
部

に
住
む
人
々
と
同
じ
く
、
オ
ー
ス
ト

ロ
ネ
シ

ァ
語
族
に
属
す
る
言
語
を
用

い
る
人
々
だ
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
メ
ラ
ネ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
、
オ
ー
ス
ト

ロ
ネ
シ
ア
語
族
以
外
の
言
語
を
話
す
人

々
が
住
ん
で
い
る
。

パ
プ
ア
系
諸
族
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
住
民
が
そ
れ
で
あ
る
.

彼
ら
の
祖
先
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、

ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
が
ま
だ
陸
続
き
で
あ

っ
た
こ
ろ
に
、
イ

ン
ド
ネ

シ
ア
方
面
か
ら
移
住
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
く

に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
に
人
々
が
住
み
始
め
た
の
は
、

三
万
年
前

の
こ
ろ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
八
七
六

年
を
も

っ
て
絶
滅
し
た
タ
ス
マ
ニ
ア
人
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

原
住
民
と
同
じ
く
旧
石
器
文
化
段
階

の
オ
ー
ス
ト
ラ

ロ
イ
ド

に
属
し
、
お
よ
そ
八
〇
〇
〇
年
前
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
本
土

か
ら
移
住
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
三

の
ポ
リ
ネ
シ
ア
人

の
南
米
起
源
説
は
、
ノ
ル
ウ

ェ
ー

の
著
名
な
探
検
家
ト
ー
ル

・
ヘ
イ

エ
ル
ダ
ー
ル
に
よ

っ
て
提

唱
さ
れ
た
。
彼
は
、
イ
ー
ス
タ
ー
島

の
巨
石
建
造
物

が
、
ペ

ル
ー
の
プ
レ

・
イ

ン
カ
の
巨
石
文
化
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
、

ポ
リ
ネ
シ
ア
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
サ

ツ
マ
イ
モ
の
原
産
地
が

南
米
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
た
。
ま
た
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
海
域

で
は
、
東
か
ら
の
海
流
と
貿
易
風
が
周
年
、
卓
越
す
る
こ
と

か
ら
、
西

へ
向
か

っ
て
の
航
海

は
不
可
能
で
あ
る
と
の
見
方

を
し
た
。

こ
れ
ら
の
説
を
実
証
す
る
た
め
、

ヘ
イ

エ
ル
ダ
ー
ル
は
、

一
九
四
七
年
に
南
米
産
の
バ
ル
サ
材
で
組
ん
だ
い
か
だ
に
よ

っ
て
、

ペ
ル
ー
の
海
岸

か
ら
ポ
リ
ネ
シ
ア

へ
の
漂
流
実
験
を

試
み
た
。
こ
の
コ
ン

・
テ
ィ
キ
号
と
名

つ
け
ら
れ
た
い
か
だ

は
、
約

一
〇
〇
日
の
航
海
の
す
え
、
無
事
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
ツ

ア
モ
ツ
諸
島
に
漂
着
し
た
。
こ
の
航
海

の
成
功
に
よ

っ
て
、

ヘ
イ

エ
ル
ダ
ー
ル
は
、
自
説

の
正
当
性
を
強
く
主
張
し
た
。

し
か
し
、
彼
の
主
張
に
対
し
て
多
く

の
学
者
か
ら
反
論
が

提
示
さ
れ
た
。
イ
ー
ス
タ
ー
島

の
巨
石
文
化
は
、
近
く
の
マ

ル
ケ
サ
ス
の
文
化
に
類
似

し
て
お
り
、
そ
の
形
は
東
南
ア
ジ

ア
の
巨
石
文
化

に
相
通
ず
る
点
が
多

い
こ
と
、
サ
ツ
マ
イ
モ

で
ん

ば

の
伝
播
に

つ
い
て
も
、
そ
れ
以
外
の
す

べ
て
の
栽
培
植
物
が

東
南
ア
ジ
ア
起
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
南
米

に
漂
着
し
た
ポ

リ
ネ
シ
ア
人
に
よ

っ
て
故
郷

へ
持
ち
帰
ら
れ
た
こ
と
。
海
流
、

貿
易
風
も
、

一
年

の
う
ち
、
西
か
ら
流
れ
た
り
吹

い
た
り
す

る
時
期
が
あ
る
こ
と
な
ど
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
言
語
学
、
考
古
学
、
民
族
学
な
ど
の

研
究
成
果
か
ら
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
の
東
南
ア
ジ
ア
起
源
説
は
、

動
か
し
が
た
い
い
く

つ
も
の
事
実
を
示
し
て
く
れ
る
。
「島
世

界
」
の
住
人
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
故
地
を
離
れ
て
、
少
な
く

と
も
三
〇
〇
〇
年

の
あ
い
だ
に
、
太
平
洋

の
島

々
に
移
住

・

ま
つ
え
い

定
着
し
た

「航
海
民
族
」
の
末
喬
な
の
で
あ
る
。
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太
平
洋
の
探
検
時
代

一
五

=
二
年
、
ス
ペ
イ

ン
の
武
将
バ
ル
ボ
ア
は
、
イ

ン
デ

ィ
オ
か
ら
山
の
向
こ
う
に

「別

の
海
」
が
あ
る
と
聞
か
さ
れ
、

パ
ナ

マ
地
峡
の

一
山
頂
か
ら
西
南
方
に
広

が
る
大
海
原
を
目

に
し
た
。
こ
れ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
最
初
の
太
平
洋
の
発

見
で
あ
り
、
彼
は
そ
れ
を

「南

の
海
」
と
命
名
し
た
。

コ
ロ

ン
ブ
ス
の
新
大
陸
発
見
か
ら
二

一
年
目

の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
南
の
海

に
は
じ
め
て
船
を
乗
り
入
れ
、
こ
れ
を
横
断

し
て
ア
ジ
ア
に
到
達
し
た
の
は
、
最
初
の
世
界
周
航
者
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
人
の
マ
ゼ
ラ
ン
で
あ
る
。
彼
は
、
ス
ペ
イ

ン
国
王

ひ

サぜロ

カ
ル
ロ
ス

一
世
の
庇
護
の
も
と
に
、

一
五

一
九
年
、
旗
、艦
ト

リ

ニ
ダ
ー
ド
号
以
下
五
隻
の
船
隊
を
く
ん
で
セ
ビ
リ
ヤ
を
出

航
し
た
。
南
米
大
陸

の
東
岸
沿

い
に
南
下
し
た

マ
ゼ
ラ
ン
隊

は
、

一
五
二
〇
年

一
〇
月
に
、
の
ち
に

「
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
」

と
名
づ
け
ら
れ
た
大
陸
西
岸

へ
の
水
路
を
発
見
し
た
。
白
人

未
踏

の
大
洋
に
踏

み
こ
ん
で
か
ら
、
悪
戦
苦
闘
の
九
八
日
の

航
海

の
す
え
、
グ
ァ
ム
島
に
到
着
し
た
。
そ
の
間

の
航
海
は
、

食
糧

・
飲
料
水
の
欠
乏
と
病
魔
と
の
戦

い
の
毎
日
で
惨
た
ん

た
る
も

の
で
あ

っ
た
が
、
海
そ
の
も
の
は
、
終
始
平
穏
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
「お
だ
や
か
な
海
」
(太
平
洋
)
と
命
名

し
た
。

奇
妙
な

こ
と
に
、

マ
ゼ
ラ
ン
は
太
平
洋
で
は
、
不
毛
な
二
つ

の
無
人
島

に
遭
遇
し
た
だ
け
で
あ
る
。

マ
ゼ
ラ
ン
以
降

一
六
世
紀

の
航
海
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
古

く
か
ら
信
じ
ら
れ
て
き
た

「未
知
の
南
方
大
陸
」
を
発
見
す

る
魅
力

に
と
り
つ
か
れ
た

ス
ペ
イ

ン
の
探
検
家
に
よ

っ
て
な

お
い

さ
れ
た
。

ペ
ル
i
総
督
の
甥
メ
ン
ダ
ー

ニ
ャ
は
、
前
回
の
航

海
で
発
見
し
た
ソ

ロ
モ
ン
諸
島

に
植
民
地
を
建
設
す
る
た
め

に
出
航
し
た

一
五
九
五
年

の
航
海
で
、

マ
ル
ケ
サ
ス
諸
島
を

発
見
し
た
。
こ
れ
が

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
の
知
見
に
入

っ
た
最
初

の
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
主
要
な
島

で
あ
る
。

一
七
世
紀
に
入
る
と
、
東
イ

ン
ド
に
東
洋
貿
易
の
拠
点
を

築

い
た
オ
ラ
ン
ダ
が
、
新
し

い
交
易
地
の
開
拓

の
た
め
太
平

洋

へ
の
進
出
を
開
始
す
る
。
オ
ラ
ン
ダ
人
の
探
検
家
は
、

ニ

ュ
ー
ギ

ニ
ア
北
岸
の
島

々
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
西
岸
を
周
航

し
た
り
、
イ
ー
ス
タ
ー
島
や
サ
モ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー
諸
島

の
発

イース ター島の かつて

の聖 域オ ロンゴで発見

された石像 波 を うち

砕 く者 と呼 ばれている

マルケサ ス諸島 で使

用 されて いた木製 の

武器(こ ん棒)の 柄

 

見
な
ど
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
南
岸
を
東
航
し
、
今
日
彼

の
名
で
よ
ば
れ
る
タ
ス

マ
ン
島
を
発
見
し
た
タ

ス
マ
ン
の
貢
献
は
大
き

い
。
彼
は
ま

た
、

ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ

ン
ド
南
島
の
発
見
者
で
も
あ
る
。

一
入
世
紀
に
な
る
と
、
太
平
洋
の
探
検
は
、
イ
ギ
リ
ス
人

と
フ
ラ
ン
ス
人
の
時
代
に
な
る
。
ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
航
海

者
と
し
て
は
、
海
賊
ダ

ン
ピ
ア
の
名
が
あ
げ
ら
れ
る
。
彼
は
、

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
西
岸
を
巡
航
し
て
そ
こ
を
ダ
ン
ピ
ア

・

ラ

ン
ド
と
名
づ
け
た
り
、

ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
や
、

ニ
ュ
ー

ブ
リ
テ
ン
島
と

ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
と
を
分
か

つ
ダ
ン
ピ
ア
海
峡

を
発
見
し
た
。
し
か
し
、
ダ
ン
ピ
ア
の
最
大
の
貢
献
は
、
探

検

の
成
果
そ
の
も

の
よ
り
も
、
彼
の
教
養
あ
る
文
筆
活
動
に

お
い
て
で
あ
る
。
彼
の
著
し
た

『世
界
周
航
記
』
や
そ
の
他

の
観
察
記
録
に
描
か
れ
た
南
太
平
洋
の
い
き

い
き
と
し
た
生

活
の
様
子
は
、『
ロ
ビ
ン
ソ
ン

・
ク
ル
ー
ソ
ー
の
冒
険
』
(
一
七

一
九
年
)
や

『
ガ
リ
ヴ

ァ
ー
旅
行
記
』
二

七
二
六
年
)
な
ど

の
文
学
作
品
を
生
み
だ
す
の
に
寄
与
し
た
。

バ
イ

ロ
ン
、
ウ
ォ
ー
リ
ス
な
ど
に
よ
る
、
ツ
ア
モ
ッ
、
ギ

ル
バ
ー
ト
、
タ
ヒ
チ
の
発
見

の
の
ち
、
太
平
洋
の
歴
史

は
、

科
学
的
探
検

の
時
代
に
入
る
。
キ

ャ
プ
テ
ン
・
ジ

ェ
ー
ム
ス
・

ク

ッ
ク
は
、

一
七
六
九
年
、
イ
ギ
リ
ス
王
立
協
会
の
要
請
で
、

金
星
の
太
陽
面
通
過

の
観
測
の
た
め
に
タ
ヒ
チ
島
を
訪
れ
て

以
来
、

一
七
七
九
年

に

ハ
ワ
イ
島
で
の
原
住
民
と
の
争

い
に

命
を
落
と
す
ま
で
の
問
、
三
回
に
わ
た

っ
て
太
平
洋

の
探
検

航
海
を
行

っ
た
。
こ
れ
ら
の
航
海

で
ク

ッ
ク
は
、
タ
ヒ
チ
島

の
西
方

の
島

々
を
発
見
し
、
王
立
協
会

の
名

に
ち
な
ん
で
、

トンガの リー ド・パ イプ

(笛)島 人 はこれ らの

楽器 でク ックの一行 を も

てな した とい われ ている

 

ソ
シ
エ
テ
諸
島
と
命
名
し
、
さ
ら
に
、
ク

ッ
ク
諸
島
、

ニ
ュ

ー

・
ヘ
ブ
リ
デ
ス
諸
島

の
多
く
の
島
々
、

ニ
ュ
ー

・
カ
レ
ド

ニ
ア
、

ハ
ワ
イ
諸
島
な
ど
を
発
見
し
、
ま
た
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
東
岸
を

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
と
し
て

初
め
て
航
海
し
た
。
彼
は
、
そ
れ
ま
で
あ

い
ま

い
で
あ

っ
た

太
平
洋
の
多
く
の
島

々
の
位
置
と
名
称
を
決
定
し
、
現
在
と

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な

い
太
平
洋

の
地
図
を
示
し
た
。

ク

ッ
ク
の
地
理
学
上

の
業
績
と
同
時
に
、
科
学
者
を
同
行

し
て
の
探
検
は
、
多
く

の
植
物
標
本

の
収
集

や
人
類
学
的
な

観
察
記
録
を
残
す
こ
と
に
な
り
、
南
太
平
洋

の
自
然
と
文
化

の
研
究

に
と

っ
て
、
今
な
お
貴
重
な
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
。

南
太
平
洋
の
近
代
史

東

イ

ン
ド

諸

島

へ
の
香

料

貿

易

で
幕

を

開

け

た

太

平

洋

の

島

々

の

「
発

見

時

代

」

も

、

一
九

世

紀

に

な

る

と

ヨ
ー

ロ

ッ

パ
列

強

に
よ

る

植

民

地

獲

得

の
舞

台

と

な

る
。

イ

ギ

リ

ス
は

、

ア

メ

リ

カ
独

立

の
代

償

を

求

め

て

、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

、

ニ

ュ
ー

ジ

ー

ラ

ン
ド

を

植

民

地

と

し

、

さ

ら

に

フ

ィ

ジ

ー

や

ト

ン
ガ

王

国

、

ニ

ュ
ー

ギ

ニ
ア

南

東

部

を

保

護

下

に

お

い
た

。

フ
ラ

ン

ス

は

、

タ

ヒ
チ

島

、

マ
ル
ケ

サ

ス
諸

島

な

ど

を

獲

得

し

、

メ

ラ

ネ

シ

ア

の

ニ

ュ
ー

・
カ

レ
ド

ニ
ア

を

領

有

し

、

ニ

ュ
ー

・

ヘ
ブ

リ

デ

ス
諸

島

を

イ

ギ

リ

ス
と

共

同

統

治

す

る

こ

と

に

し

た

。

一
九

世

紀

末

期

に

な

る

と

、

ド

イ

ツ

、

ア

メ

リ

カ
も

植

民
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地
獲
得
競
争
に
加
わ
る
。
ド
イ
ツ
は
、

ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
北
東

部
と
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の

一
部
を
獲
得
し
、
米
西
戦
争
に
敗
れ

た

ス
ペ
イ

ン
か
ら
、
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
島

々

(グ
ァ
ム
、
ギ

ル
バ
ー
ト
を
除
く
)
を
買
収
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、

ハ
ワ
イ

王
国
を
併
合
し
、
ス
ペ
イ

ン
か
ら
グ
ァ
ム
島
を
買
収
し
た
。

サ
モ
ア
諸
島
は
、
ア
メ
リ
カ
と
ド
イ

ツ
に
よ

っ
て
東
西
に
分

割
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
オ
セ
ア
ニ
ア
は
、
ほ
と
ん
ど
の

島

々
が
列
強

の
帝
国
主
義
の
支
配
下
に
お
か
れ
て
し
ま

っ
た
。

二
〇
世
紀

に
入
り
、
第

一
次
世
界
大
戦
で
の
ド
イ
ツ
の
敗

北

に
よ
り
、
旧
ド
イ
ツ
領
の
う
ち
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
は
日
本
、

メ
ラ
ネ
シ
ア
に
属
す
る
部
分
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
サ
モ
ア

は

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
そ
れ
ぞ
れ
委
任
統
治
領
と
な

っ
た
。

ま
た
、
リ
ン
鉱
石
で
有
名
な
ナ
ウ
ル
島
は
、
イ
ギ
リ
ス
連
邦

の
共
同
統
治
下
に
お
か
れ
た
。
第
二
次
大
戦
後
に
は
、
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
は
日
本
に
か
わ

っ
て
ア
メ
リ
カ
の
国
連
信
託
統
治

領
と
な

っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
政
治
的
帰
属

の
変
更
よ
り
も
、
オ

セ
ア
ニ
ア
の
歴
史

で
重
要
な
出
来
事
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は

一
九
〇

一
年
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は

一
九
〇
七
年
に
そ
れ
ぞ
れ
イ
ギ
リ
ス
連
邦
内

の
自
治
領

の
地

位
を
獲
得
し
た
。
そ
れ
ら
の
独
立
は
、
オ
セ
ア

ニ
ア
に
初
め

て
近
代
国
家
が
誕
生
し
た
と
は

い
う
も
の
の
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

か
ら
の
入
植
者

に
よ
る
白
人
国
家
で
あ
り
、
オ
セ
ア

ニ
ア

の

人
々
の
手
に
よ
る
国
づ
く
り
は
、
二
〇
世
紀
後
半
ま
で
待
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。

南 太 平 洋 探 検

ポル トガルの探検 家マゼ ラン1519年 初 の世 界

一 周 を試み たがフィ リピンで客死 した 太平 洋

の命名 グァム島 の発 見な どその功績 は大 きい

イギ リスの探検家 クック1768年 か ら1779年 ハ

ワイで殺害 され るまで3回 の世 界周航 を行 ない

太平洋 の島 々 を発見 してヨー ロッパ に紹介 した

右 キ ャプテン ・クックが訪れ た当時 のタ ヒチ

左 南極圏 を航 行す るクックの船団 彼 らは南

61度 まで南下 した 図版 はとか して飲料水 と

す るため に氷 をひ きあげ ようと しているところ
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ア メ リカと同 じよ うにオー

ス トラ リアを開拓 し建国 し

たの は鎖 につながれたイギ

リスの囚人 たちであった

第一次マオ リ戦争 でイギ リス軍の捕虜 になったマオ リ

の人 々 マオ リ族 は勇敢 で よく持 ちこたえたがイギ リ

ス軍の圧倒的 な火 力の前には惨敗 せ ざるをえなかった

砂 金 を洗 う人 々1851年 に金が

発見 され ると全世界 か ら70万 人

が一 撲千 金 を夢見 てやって きた

南
太
平
洋
の
夜
明
け

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
の
進
出

で
始
ま
る
オ
セ
ア

ニ
ア
の
新
し
い

歴
史

の
展
開
は
、
原
住
民
に
と

っ
て
は
、
予
期
せ
ぬ
受
難
の

歴
史
の
幕
開
け
で
あ

っ
た
。
「大
航
海
時
代
」
以
降
オ
セ
ア

ニ

ア
を
訪
れ
た
人
は
、
捕
鯨
船
の
乗
組
員
、
栽
植
業
者
、
奴
隷

商
人
、
貿
易
業
者
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
者
な
ど
で
あ
る
。
彼

ら
は
、
自
分
ら
の
欲
望
や
目
的
を
は
た
す
た
め
に
、
純
心
な

a1907年 英連邦 自治

領化 の宣言 にわ くニ

ユージーラン ド市民

拐901年 オース トラ

リアも連邦国 と して

独立国家 となった

ニュージー ラン ドの開拓者 たちの小屋Vハ ッ ト

と呼ばれ雨露 を しの ぐだけの粗末 な小屋 であった

原
住
民
に
つ
け
こ
ん
で
、
略
奪
、
搾
取
、
虐
殺
な
ど
数

々
の

非
道
な
振
る
ま
い
を
し
た
。
ま
た
、
彼
ら
の
持
ち
込
ん
だ
疾

病
、
銃
砲
火
器
、
麻
薬
な
ど

の
弊
害
で
原
住
民
の
伝
統
的
社

会
は
大
き
く
変
ぼ
う
し
た
。
原
住
民
社
会
を
襲

っ
た
こ
の
よ

う
な
不
幸
は
、
ま
ず
、
人

口
の
驚
く

べ
き
激
減
を
ひ
き
起
こ

し
、
彼
ら
の
伝
統
文
化
を
根
底

か
ら
解
体
し
、
深
刻
な
社
会

不
安
と
混
乱

へ
と
拍
車
を
か
け
た
。
こ
の
よ
う
な

「西
洋
文

明
」

の
侵
入
に
対
し
て
、
オ
セ
ア

ニ
ア
の
人

々
は
、
た
だ
耐

え
、
逃
避
す
る
し
か
な
す
術
が
な
か

っ
た
。

「南
国

の
楽
園
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
南
太
平
洋

の
人
々
を
ふ
み
台
に
し
た

西
洋
人

の
自
己
中
心
的
な
も
の
の
見
方

に
基

づ
い
て
つ
く
ら

れ
た
も
の
と

い
え
よ
う
。

し
か
し
、
民
族
主
義
的
な
政
治
運
動

の
高
ま
り
と
と
も
に
、

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
オ
セ
ア

ニ
ア
に
も
、あ

い
つ
い
で

"原

住
民
国
家
"
が
誕
生
し
た
。

一
九
六
二
年
に
は
西
サ
モ
ア
、

六
入
年

に
は
ナ
ウ
ル
、
七
〇
年
に
は
フ
ィ
ジ
i
、
ト

ン
ガ
が

そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
。
そ
し
て
、

一
九
七
五
年

に
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
領

パ
プ
ア
と
国
連
信
託
統
治
領

ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア

が
合
体
し
て
、
パ
プ
ア

・
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
の
国
名

の
も
と
に

イ
ギ
リ
ス
連
邦
内

の
独
立
国
と
し
て
誕
生
し
た
。

ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
で
も
、
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
が
、
キ
リ
バ
テ

ィ
と
名
前
を
か
え

一
九
七
九
年
に
独
立
し
た
。
ま
た
、
世
界

で
最
後

の
国
連
信
託
統
治
領
で
あ

っ
た
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
の
島

島
も
、

一
九
八

一
年

の
統
治
期
限
終
了
を
ひ
か
え
ゆ
れ
動

い

て
い
る
。

い
ち
早
く
、

マ
リ
ア
ナ
諸
島
は
、
「北

マ
リ
ア
ナ
連

邦
」
を
結
成
し
、
ア
メ
リ
カ
の
自
治
領
化
を
目
指
し
て
い
る
。

残
り
の
島
々
も
、

一
九
七
八
年
に
実
施
さ
れ
た
住
民
投
票
に

よ
り
、
独
立

の
道

へ
と
歩
み
出
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
基

地
を
擁
す
る

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
は
、
ア
メ
リ
カ
の
自
治
領
化

を
、
パ
ラ
オ
諸
島
は
、
共
和
国
と
し
て
独
立
を
、
そ
し
て
、

ヤ

ッ
プ
、
ト
ラ

ッ
ク
、
ポ
ナ

ペ
、

コ
ス
ラ
エ
は
、
「
ミ
ク

ロ
ネ

シ
ア
連
邦
」
を
結
成
し
て
独
立
を
目
標
と
し
て
い
る
。

二
〇
世
紀

の
後
半
に
独
立
し
た
太
平
洋

の
諸
国
家
は
、
リ

ン
鉱
資
源
に
恵
ま
れ
た
ナ
ウ
ル
共
和
国
を
除
く
と
、
い
ず
れ

も
経
済
的
自
立

へ
の
道
は
ほ
ど
遠
く
、
そ
れ
ま
で
の
統
治
国

の
援
助

の
も
と
に
、
近
代
国
家

へ
の
離
陸
を
模
索
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
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白
人
国
家
の
植
民
史

一
七

七

〇

年

、

ク

ッ
ク

が

シ
ド

ニ
ー

南

部

の

ボ

タ

ニ
ー

湾

に
上

陸

し

、
イ

ギ

リ

ス

領

有

を

宣

言

し

て

こ

の

土

地

を

ニ

ュ

ー

・
サ

ウ

ス

・
ウ

ェ
ー

ル
ズ

と

名

づ

け

た

。

そ

し

て

こ

の
新

テ

ラ

コ

ァ

ウ

ス

ト

ラ

リ

ス

大
陸
は
「
未
知
の
南
方
大
陸
」
に
ち
な
ん
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
新
天
地
は
、
ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
の
流
刑
植
民
地
と
し

て
開
発
が
始
ま

っ
た
亀

一
七
八
八
年
、
フ
ィ
リ

ッ
プ
大
佐

の

率

い
る
囚
人
を
含
む
約

一
〇
〇
〇
人
の
植
民
者
が
、
シ
ド

ニ

ー
に
植
民
市
を
建
設
し
た
。
本
国
か
ら
送
り
込
ま
れ
る
囚
人

の
数
は
増
大
す
る
も
の
の
、
農
業
経
験
者
は
少
な
く
、ま
た
東

部
の
地
味
も
悪
く
、
初
期

の
植
民
は
進
ま
な
か

っ
た
。
一
八
二

三
年
に
、ブ

ル
ー

マ
ウ
ン
テ

ン
を
越
え
る
道

が
開
拓
さ
れ
、広

ひ

よ
く

大
で
肥
沃
な
大
平
原
が
発
見
さ
れ
た
。
西
部
の
地
は
、
農
業

に
限
ら
ず
、
牧
羊
業
の
発
展
に
適
し
た
土
地
で
も
あ

っ
た
。

一
八
五

一
年

に
は
、
東
部
で
金
鉱
が
発
見
さ
れ
、

一
撰
千

金
を
夢
み
る
人

々
が
お
し
よ
せ
、
以
後
急
激
な
人
口
の
増
加

1980年7月30日 ニュー ・ヘ ブリデ ス諸島 はバヌアツ共和国 と して独立 した

を
み
た
。

一
八
六
〇
年
代
に
な
る
と
、
羊
毛
、

コ
ム
ギ
を
主

と
す
る
農
牧
業
、
金
を
中
心
と
す
る
鉱
業
が
発
展
し
、
そ
れ

に
と
も
な

っ
て
商
工
業
も
活
発

に
な

っ
た
。
現
在

の
州
と
な

っ
て
い
る
領
域
を
も

つ
六

つ
の
植
民
地
も
成
立
し
た
。
こ
れ

ら
の
植
民
地
は
、
本
国
に
対
す
る
共
同

の
利
益
を
守
る
た
め

な
ど
の
理
由
で
、

一
九
〇

一
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦

の

名
の
も
と
に
結
集
し
た
。
現
在
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人

口

は
、

一
三
二
〇
万
を
数
え
る
が
、
そ
の
う
ち
九
割
は
イ
ギ
リ

ス
系

の
人
々
に
よ

っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
白
人
の
み
の
土
地
で
あ
る
」
と
い
う
白
豪
主

義

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
か

ら
、
イ
ギ
リ

ス
以
外

の
植
民
者
も
多
く
受
け
入
れ
て
い
る
。

ニ
ュ
ド
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
ク

ッ
ク
に
発
見
さ
れ
た

一
七
六
九

年
当
時
、
原
住
民

マ
オ
リ
族

の
人
口
は
三
〇
万
人
と
報
告
さ

れ
て
い
る
。

マ
オ
リ
族
は
、
暖
か
い
北
島
に
居
住
し
、
タ

ロ

イ
モ
や
サ

ツ
マ
イ
モ
を
主
作
物
と
す
る
原
始
農
耕
に
従
事
し

て
い
た
。
こ
こ
を
訪
れ
た
初
期
の
白
人
は
、
捕
鯨
漁
夫
や
ア

ザ
ラ
シ
の
毛
皮
を
と
る
貿
易
商
人
に
限
ら
れ
て
い
た
。

一
八

四
〇
年
、
最
初
の
イ
ギ
リ
ス
人
入
植
者
が
、
ポ
ー
ト

ニ
コ
ル

ソ
ン
に
上
陸
し
、
こ
こ
に
ウ

ェ
リ
ン
ト

ン
の
町
を
建
設
し
た
。

同
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
領
有
宣
言
が
な
さ
れ
、

マ
オ
リ
族

の
首

長
と
の
問
に
、
主
権
譲
渡
に
関
す
る
ワ
イ
タ
ン
ギ
条
約
が
締

結
さ
れ
た
。
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
首
府

が
定
め
ら
れ
た

の
も
こ

の
年
で
あ
る
。

一
八
四
三
年
、
土
地
収
用
を
め
ぐ

っ
て

マ
オ
リ
族
の
白
人

ぽ
つ
ば
つ

に
対
す
る
不
信
が
高
ま
り
、
第

一
次

マ
オ
リ
戦
争
が
勃
発
し

た
。

一
八
六

一
年
に
は
、
南
島
オ
タ
ゴ
で
砂
金

が
発
見
さ
れ
、

ま
た
、
第
二
次

マ
オ
リ
戦
争
終
結
後

二

八
八
二
年
)
導
入

さ
れ
た
冷
凍
船
に
よ

っ
て
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
産

の
肉

や

酪
農
製
品
の
イ
ギ
リ
ス
市
場

へ
の
輸
送
が
可
能
に
な

っ
た
。

こ
れ
ら
は
、
農
牧
業
や
経
済

の
発
展
に
大
き
な
力
と
な

っ
た
。

一
九
〇
七
年

に
は
、
イ
ギ
リ
ス
連
邦
内

の
自
治
領
と
し
て
独

立
国
の
地
位
を
獲
得
し
た
。

現
在

の
総
人
口
三

=

万
人

の
大
半
は
、
イ
ギ
リ
ス
を
主

と
す
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
系
で
あ
り
、

マ
オ
リ
族
は
混
血
を
含
め

て
、
約
九
謹
を
占
め
る
に
す
ぎ
な

い
。(国
立
民
族
学
博
物
館
)
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